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｢インド近代化｣を牽引するマヒンドラの秘密
交通渋滞と電力不足の解決にも着手

マヒンドラ＆マヒンドラの自動車工場 （写真：AP/アフロ）

企業の成功は、顧客が望むサービスを、いかにきちんと提供するかにかかってい
る。多くの課題がついてまわるインドのような国では、顧客ニーズを把握し、その変
化を予測し、あらゆる手段を尽くすよう注意しなければならない。こうしたことを適
切に行ってきたとして評価されている企業のひとつが、マヒンドラ＆マヒンドラ・グ
ループ(Mahindra and Mahindra Group)だ。

インドで最も尊敬される巨大グループ企業

マヒンドラは、巨大な企業グループであり、インド経済の主要部門において大きな
存在感を持っている。長期にわたって高い業績を上げ、インドで最も尊敬される企業
のひとつだ。

マヒンドラはインド独立後、共に前進を始めた。1945年にマヒンドラ＆モハメッ
ドとして創業(1948年にマヒンドラ&マヒンドラに改称)し、その後の発展をけん引し
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たのはJ.C.マヒンドラ氏とK.C.マヒンドラ氏の起業家兄弟だ。それ以前の第2次世界
大戦中、鉄鋼産業の重要度が増す中で、インド政府は、J.C.マヒンドラ氏をインド初
の鉄鋼管理責任者に任命した。1942年には、弟のK.C.マヒンドラ氏がインドにおけ
る鉄鋼購買任務のトップに任命している。

戦後、マヒンドラ兄弟は、新しい輸送手段がインド繁栄の鍵になると確信したとい
う。最初の目標のひとつは、インドの複雑な地形でも走行できる丈夫でシンプルな車
両を作ることだった。グローバリゼーションの初期先駆者であったマヒンドラ兄弟
は、鉄鋼、トラクター、電気通信、その他多数の分野で幅広い国際企業との提携を進
めていく。

創業から約70年が経った現在、マヒンドラは世界中で11万7000人が働く、売り上
げ160億ドル企業へと成長した。現在、その事業分野は、20近くの主要産業に広がっ
ている。

その主なものをあげると、航空宇宙産業、アグリビジネス、自動車、部品、コンサ
ルティングサービス、防衛、エネルギー、農機具、金融・保険、産業機器、情報技
術、レジャー・ホスピタリティ、物流、不動産、小売業、二輪車だ。

インド経済を支える農産業に大きく貢献

GDPに占める割合は減っているものの、農業は依然としてインドの重要部門であ
り、経済成長を推進する上で今後も重要な役割を果たしている。インドの人口のおよ
そ60％が農村部に住み、農村部世帯の大多数は、農業や農業関連産業に依存した暮
らしをしている。農業は、食料をつくるだけではない。産業用原材料の供給者となる
ことで、下流部門の産業連関を支えている。

マヒンドラは、農業輸送を促進し、農業従事者の生産性を高めるため、特にインド
の農業従事者向けに設計されたトラクターを販売している。現在、マヒンドラのトラ
クターはインドで40％のマーケットシェアを占めている。さらに、農業従事者向け
の取扱品の拡大に乗り出し、アグリビジネスの分野でも存在感を示している。

その活動は、種子の供給から流通のための作物管理まで、すべての段階で農業従事
者を支援するものだ。トラクターを現金で購入できない人には融資を行っている。そ
のためマヒンドラの金融事業は、インド農村部における最大のノンバンクとなった。
すべての段階で農業従事者を支援するという独自の構想により、インドの農業従事者
がもっとも信頼するブランドというイメージを手に入れている。

こうして、マヒンドラは、現在の顧客が必要としていることやインドの農業におい
て必要となるものを把握し、そのニーズを満たすことで成長を維持している。
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トラクター市場は年30％成長！

インドのトラクター市場は、過去3年の間に年平均30％の成長を見せ、マヒンドラ
は1年当たり20万台以上を販売している。インドの農業従事者の需要を活かし世界へ
も進出、すでに40か国以上でトラクターを販売している。ジョン・ディアー社を売
上高で超えており、世界最大のトラクターメーカーになった。

マヒンドラが過去60年間に製造してきた車両は、インドの農村部および中規模都市
で人や物の主な輸送手段として広く使われている。

IT企業の深刻な事件をも救った

企業統治と他社への支援でも知られている。2008年にサティアム（Satyam）と
いうIT企業が大規模な会計上のスキャンダルに直面し、サティアムの従業員、投資
家、顧客が深刻な事態に陥った事件があった。

このときマヒンドラは、買収することで支援し、事業を復活させてすべての利害関
係者を救った。サティアムを復活させるために来た新経営陣は、慎重にダメージを抑
える対策を講じることで、現在も代表的なIT企業として存続している。

マヒンドラは、格付け機関CRISILによる格付けで、ガバナンスの実践について
「統治および価値創造格付け（GVC）のレベル1」の指定を受けている。これは、そ
のカテゴリーで最も高い格付けだ。格付けでは、「健全な企業統治の実践を行いつ
つ、すべての利害関係者に対する富の創造という点に関する企業の能力が最も高い」
と記されている。

世界的な企業となっても根幹は変わらない

同グループでは現在、アナンド・マヒンドラ氏（J.C.マヒンドラ氏の孫）が、会長
兼社長を務めている。アナンド・マヒンドラ氏は、ハーバード・ビジネススクールを
卒業し、インドにおけるハーバード・ビジネススクール協会の共同設立者でもある。
2013年度にはフォーブス・インディア誌の「今年の企業家(Entrepreneur of the
Year)」を受賞しており、世界的な知名度も高い。

2014年2月、「インドでイノベーションを起こす」というアナンド氏の意図によ
り、値打ちある課題でイノベーションを起こすべく、若いインド人の才能を採用し、
解決困難といわれてきた2大問題、「交通渋滞」と「電力不足」に対する取り組みも
始めた。

新分野に乗り出すようにもみえるが、根幹にある「インドの近代化を推進する」と
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いうグループのミッションは70年前から変わっていない。


